
● 
日
本
型
食
生
活
の
変
化

　

わ
た
し
た
ち
の
伝
統
的
な
食
生
活
は
、

主
食
で
あ
る
米
飯
と
、
魚
や
野
菜
、
大
豆

か
ら
作
る
豆
腐
や
納
豆
な
ど
の
副
食
を
中

心
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　

第
二
次
大
戦
後
に
は
、
経
済
成
長
な
ど

を
背
景
に
、
畜
産
物
や
油
脂
な
ど
の
摂
取

量
が
増
加
し
、
昭
和　

年
代
中
ご
ろ
に
は
、

50

日
本
人
の
平
均
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
適
切

な
水
準
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
食

生
活
は
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、
炭
水
化
物

の
バ
ラ
ン
ス
が
理
想
的
で
「
日
本
型
食
生

活
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　

し
か
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
そ
の
後
は
脂
質
の
消
費
増
加

と
米
の
消
費
減
少
が
続
き
、
近
年
で
は
脂

質
の
取
り
過
ぎ
と
炭
水
化
物
の
摂
取
不
足

が
顕
著
に
な
り
、
年
々
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

乱
れ
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
（
上
図
）。

● 
食
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
の
変
化

　

核
家
族
化
な
ど
を
背
景
に
、
わ
が
国
の

世
帯
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
全
体
の
約

3
割
（
約
一
千
三
百
万
世
帯
）
を
占
め
、

昭
和　

年
か
ら
の　

年
間
で
約
1
・
4
倍

55

15

に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に　

歳
以
上
の
一

65

人
暮
ら
し
世
帯
は
四
百
万
人
に
上
り
、　
15

年
間
で
約
1
・
8
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
の
就
労
意
欲
の
向
上
な
ど

を
背
景
に
、
女
性
就
業
者
は
二
千
百
万
人

を
超
え
、
平
成
2
年
か
ら
の　

年
間
で
約

15

1
・
2
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向

は
、
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
● 
食
の
外
部
化
・
簡
便
化
の
進
展

　

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
の
変
化
や
外
食

産
業
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の

普
及
と
と
も
に
、
い
つ
で
も
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
、
1
人
で
食

事
を
す
る
「 
孤
食 
」
や
食
の
外
部
化
率
が

こ
し
ょ
く

増
加
し
て
い
ま
す
（
図
1
）。

　

外
食
や
持
ち
帰
り
の
弁
当
な
ど
を
利
用

す
る
理
由
は
「
料
理
や
食
事
の
片
付
け
を

す
る
手
間
が
省
け
る
か
ら
」
が
多
く
、
食
事

に
か
か
る
手
間
を
簡
単
に
し
よ
う
と
す
る

簡
便
化
志
向
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

●２ 

■外食率と外部化率の推移【図1】

資料:内閣府「国民経済計算報告」、(財)外食産業総合調査研
究センター「外食産業市場規模」、日本たばこ産業㈱資料を
基に農林水産省で試算

注2:食の外部化率=外食率に惣菜・調理食品の支出割合を加えたもの

■食料消費割合の変化
　（1人1日当たり:供給熱量ベース）

注1:外食率=食料消費支出に占める外食の割合

「
食
」
は
「
人
」
を
「
良
」
く
す
る
と
書
き
ま
す
。

し
か
し
、
食
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

わ
た
し
た
ち
は
健
全
な
食
生
活
を
失
い
つ
つ
あ
り
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
食
育
」
と
は
、
健
全
な
食
生
活
を
取
り
戻
そ
う
と
す

る
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。

今
回
は
、
食
に
関
す
る
現
状
や
課
題
、
市
の
モ
デ
ル

事
業
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

資料:農林水産省「食料需給表」

2006.10
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● 
食
習
慣
の
乱
れ

　

朝
食
の
欠
食
率
は
、
男
女
と
も
に　

代
20

が
最
も
高
く
、
次
い
で　

代
が
高
く
な
っ

30

て
い
ま
す
（
図
2
）。　

　

ま
た
、
週
に
2
日
以
上
食
べ
な
い
子
ど

も
は
中
学
2
年
生
で
約　

％
（
平
成　

年

20

12

度
）
で
、「
時
間
が
な
い
か
ら
」
な
ど
を
理

由
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

朝
食
を
欠
食
す
る
と
、
午
前
中
に
体
調

が
悪
く
な
っ
た
り
、
朝
食
の
欠
食
を
補
う

た
め
、
昼
・
夕
食
の
摂
取
量
が
多
く
な
っ
て
、

過
食
に
も
つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
を
助
長
す
る
な
ど
、
数
多
く

の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 
食
生
活
と
健
康

　

食
習
慣
の
乱
れ
や
運
動
不
足
な
ど
を
背

景
に
、
全
国
の
男
性
（　

〜　

代
）
の
約

30

60

3
割
が
肥
満
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は　

年
前
の
約
1
・
5
倍
で
、
生
活
習
慣
病

20
な
ど
の
増
加
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
3
）。

　

一
方
、
女
性
は
、
過
度
の 
痩  
身 
志
向
な

そ
う 
し
ん

ど
を
背
景
に
、　

〜　

代
の
低
体
重
者
の

20

30

割
合
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
代
の

女
性
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
が
特
に
少

な
い
傾
向
に
あ
り
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど

の
増
加
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
4
）。

　

糖
尿
病
は
、「
強
く
疑
わ
れ
る
人
」、「
可

能
性
が
否
定
で
き
な
い
人
」
を
合
わ
せ
る

と
全
人
口
の
約　

％
（
千
六
百
万
人
）
に

13

上
っ
て
い
ま
す
（
図
5
）。

　

国
民
医
療
費
は
、
高
齢
化
や
生
活
習
慣

病
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
、　

兆
円
を
超

31

え
、
平
成
4
年
か
ら
の　

年
間
で
約
1
・
3

10

3
倍
に
（
図
6
）、
国
民
所
得
に
対
す
る
割

合
も
1
・
3
5
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
肥
満
や
糖
尿
病
な
ど
が
子
ど
も

た
ち
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
り
、「
成
人
病
」

と
さ
れ
て
い
た
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
が
ん

の
三
大
疾
病
は
、
現
在
で
は
「
生
活
習
慣

病
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
生
活
習
慣
の
問
題
は
、
今
や
大
人
の

も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
と
子

ど
も
が
、
食
習
慣
を
一
緒
に
な
っ
て
見
直

す
た
め
に
も
食
育
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■男性の肥満（BMI=25以上）の状況【図3】

■女性の低体重（BMI=18.5未満）の状況と
カルシウム摂取量（1日当たり）【図4】

■国民医療費の増加【図6】■糖尿病有病者の推移（推計値）【図5】

■朝食の欠食率【図2】

資料:厚生労働省「国民健康・栄養調査」（平成15年）

注3:欠食とは国民栄養調査の当日に「菓子・果物のみ」、「錠剤などのみ」、「何も食べない」に該当した場合をいう。

資料:厚生労働省「国民健康・栄養調査」（平成15年）

注4:BMI=Body Mass Index（ボディ・マス・インデックス）の略。肥満度を表す指数。

資料:厚生労働省「国民健康・栄養調査」（平成15年）

資料:厚生労働省「平成14年度糖尿病実態調査」 資料:厚生労働省「平成14年国民医療費の概況」

（注3）

体重(kg)÷{身長(m)×身長(m)}で計算する。

（注4）


